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論文審査要旨（600～700文字） 

本論文では、見通しの悪い物陰からの歩行者の飛び出しに対する衝突事故を未然に防

ぐ先読み運転支援システム設計手法を提案したものである。具体的には、緊急自動ブレ

ーキシステムの作動を前提とした衝突被害度を物理法則によって推定し、その被害度指

標をもとにした空間上のリスクフィールドという新しいリスクの定量化手法を提案して

いる。論文中には、本研究論文が目指している安全運転支援システムの構成と作動環境

条件、研究の位置づけ、計算手法の詳細を記述するとともに、テストコース走行実験お

よび小金井市内の走行データを用いて、本手法の応用事例等をまとめた。 

第 1章に現在の国内外の交通事故の現状ならびに、従来の安全運転支援技術および本

研究の問題提起についてまとめ、第 2章では対象とする場面における先読み運転行動の

特徴の分析結果について述べ、第 3章では一般ドライバの不安全運転の特徴を分析し、

安全性を向上させるための運転支援システムのインタフェイスのデザインについて提案

する。第 4章では本論文の最大のオリジナリティについて、衝突速度という物理的指標

を使ってリスクフィールドを空間上に描写し、リスクを合理的に定量化する手法を提案 
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する。第 5章では第 4章で提案したリスク指標を用いて、収集した個々の運転者のデー

タの安全運転度合いを評価するとともに、熟練運転者の運転行動を模擬する経路計画ア

ルゴリズムを設計する。第 6章では、リスクフィールドの応用展開について述べ、実路

公道実験データによる運転リスク評価事例について記述し、第 7章で研究で得られた主

な知見をまとめている。これらの知見は一般道の歩行者事故回避性能向上に大きく寄与

する工学的な予防安全研究である。 

 

以上のように、本論文は、多くの新しい知見を有すること、論文の内容、構成および

公表論文数などから、本学位論文審査委員会は、全員一致して、本論文が博士(工学)の

学位論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。 

 

審査経過（時系列） 

 

2021年 12月 8日  2022年 3月博士後期課程修了に係る学位申請 

2022年 1月 12日  審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2022年 1月 31日   学位論文発表会 

2022年 2月 9日   本専攻内における博士学位取得要件「 1)a. 査読付き論文が 3 報以 

上採択されていること。それらのうち最低１報は定期刊行学術雑誌 

に掲載された査読付き論文でなければならない」、「2) 上記採択論 

文には、筆頭著者論文 1 報以上が含まれること」 

（投稿論文採択済み 3報、うち筆頭著者論文 3報） 

を満たしていることを確認の上、専攻会議で論文合格及び最終試験 

合格を承認。 

2022年 3月 4日   学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 

 


